
環境を考慮した学校施設(エコスクール)のパイロット・モデル事業 

 

 

１．パイロット・モデル事業のフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認定実績（平成 24 年 2 月現在） 

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 計 

18 20 20 41 58 88 97 98 101 70 79 104 157 175 134 1,260

 

３．経緯 

平成９年度：「エコスクールパイロット・モデル事業」を開始。 

        太陽光発電の導入について、経済産業省と連携。 

平成 14 年度：地域材等を利用した内装等の木質化について、農林水産省と連携。 

平成 17 年度：地球温暖化を防ぐ学校エコ改修について、環境省と連携。（平成 23 年度限り） 

平成 24 年度：住宅・建築物省ＣＯ２先導事業について、国土交通省と連携。 

支

援

文部科学省

■エコスクールの整備
○公立学校施設整備費

補助率
・太陽光発電導入事業

１／２
・新増築 １／２
・改築 １／３※

・大規模改造 １／３

→認定による優遇
・国庫補助単価の嵩上げ
・補助面積の特例加算

国土交通省

■省ＣＯ２対策
○住宅・建築物省ＣＯ２先

導事業の活用

補助率：先導的な取組

に係る費用の
１／２以内

→認定による優遇

・審査段階において考慮

経済産業省

■新エネルギーの導入

○地域熱補助事業の活用
(補助率：１／２以内)

○地域自家消費向け再生可能
エネルギー発電補助事業の活
用

(補助率：１／２以内)

→認定による優遇
・事業の優先採択

農林水産省

■地域材の導入

○森林整備・林業等振興
対策関係予算の活用
・木造公共施設整備のう
ち学校関連施設整備
(交付率：１／２)

→認定による優遇
・事業採択の要件

エコスクール整備

基本計画の策定

建物等の整備

（施設面）

維持・管理

（運用面）

環境教育への活用

（教育面）

（都道府県又は市町村）

エコスクール整備

基本計画の策定

建物等の整備

（施設面）

維持・管理

（運用面）

環境教育への活用

（教育面）

（都道府県又は市町村）

支

援※ Iｓ値0.3未満であって、やむを得ない理由
により補強が困難なものの改築：１／２

（校）

【平成 24 年度実施内容】 
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